
神戸川におけるアユの産卵生態調査

中村幹雄・大島展志・後藤悦郎・山本孝二・小川絹代

この調査は斐伊川・神戸)||対策室からの依頼により，神戸川Flwl下流域のアユの産卵生態の実態を
●

把握し，漁業振興の基礎資料とするために実施した。

調査方法

ｌ）採集調査

経験豊かな組合員が投網を打ち，採集したアユについて，その成長と産卵，成熟，および体長，

体重の関係を検討した。調査地点は図１のとおりである。投網は５．５分網（16.7緬網）を使用した。

２）潜水調査

熟練した漁業者の案内で神戸堰から桜堰まで産卵されたアユの卵を確認するため潜水調査を行っ

た。三刀屋内水面分場の４人の研究員によって１０月５日と１８日の両日，水中メガネ，スノーケル

を使用し，潜水し川底の礫の中をたんねんに探した。
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図－１アユ採捕調査地点 図－２アユ産卵場調査点
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調 査 結果

1982年１０月１３日から１１月４日の間，神戸堰から桜堰の間において投網によって漁痩されたア

ユの成長，成熟等の経過を調べた。採集したアユは三刀屋内水面分場で全個体の全長，体長，体重

および生殖腺重量（湿重量）を測定し，その結果を表ｌにまとめた。

表1熱度系数及び標本測定値

「Ｕ’
熱度系数

LLiJ
地点

神戸堰

馬木

猿ケ墓

桜堰

神戸堰

稗原合流点

鬘ヶき）

桜堰

ＷＧＷＧ
燕ＧＩ＝￣×１０５ ＭF＝-V７×１０ｺＬ３ (YG余響艫雰選)）
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ｌ）熟度

成熟度の指示方法として，ＭＦ（Ｍａｔｕｒｉｔｙｆａｃｔｏｒ）及びＧＩ（Ｇｏｎａｄｉｎｄｅｘ）を用いた。

。[=響xmMF-等×､。（NC体舗雫賎(")）
ＧＩおよびＭＦはほぼ同じ傾向を示したので今回はＭＦを成熟係数として用いた。

図３に雌，雄の成熟係数の頻度分布を示した。

ＭＦの値は成熟するにつれて大きくなっていく，しかし完全に成熟し，放卵或は放精を行なうと

ＭＦの値は極端に小さくなる。図３をみると１０月の神戸堰において雌のＭＦが２０から３００までの

間に非常に幅広く分布している。しかしよくみるとＭＦが約100以下のグループと200以上の２つ

のグループに分けられる。このことは他の地点，馬木，猿ケ墓，桜堰でも同様である。このＭＦ１００

以下のアユを未成熟とみるか産卵済のものと判定するかであるか，今回の調査では，体長や体重か
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図－５成熟係数（ＭＦ）の頻度分布
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ら見て産卵済のものと考えられる。またこれは測定時の体色，生殖腺の状況からも明らかである。

一万，ＭＦ２００以上のものは成熟し，産卵直前のものと考えられ，ＭＦ３００あたりで産卵するもの

と推定される。１０月に神戸堰で比較的多くＭＦ２００以上のものがみられるのは神戸堰で成熟した

のでなく，９月末の大雨による河川の増水により，上流部のアユが下ったものと思われる。また１１

月４日のＭＦをみると200以上のものは非常に少なくなっている。このことは１１月には大半のアユ

が産卵を終えたものと考えられる。

同じ様に雄についてもＭＦを図４に示したか雄は雌ほどはっきりとした傾向がつかめなかった。

２）産卵期

アユは一般的にいって９月中旬から１１月下旬頃までといわれている。近年の神戸Ⅱlでは，海より

そ上する天然海産アユか減少し，一方琵琶湖のｺｱﾕの放流が盛んになるにつれて，神戸川において

はコアユの割合がふえてきている。ｺｧﾕの習性として海産アユより産卵期は早いことか知られてい

る。先の成熟係数からも１０月の中旬には大半のアユが産卵を終えている様である。

３）産卵場

神戸111の主たる産卵場は神戸橋附近から一本松の瀬，たかみの瀬，てらだの瀬，まの瀬，ちたに

の瀬，おかわじりの瀬などであると経験豊かなアユ漁業者か指摘している。（図２のとおり）

しかし，産卵場も毎年，多少変化している様である。一般的にはある程度，大きさのそろった小

石のある早瀬，平瀬が産卵場になっている様である。

今回の調査では産卵場所を確認するために，ウエットスーツを着用し，水中メガネ，ノゾキメガ

ネを使用し，神戸堰より桜堰の間を１０月５日，10月１８日の２日間，潜水調査を行い，アユが瀬に

ついたところを非常にたんねんに調べたが，残念ながら産卵された卵を確認することができなかっ

た。

４）性比

繼と雌の割合癌考え…鍵,COに対する雌の数を性比する｡÷×,CＯ

塩１年

250.0 ６６．６ 120.0 375.0 ＸＭ

２００

10月には神戸堰，桜堰には雌が非常に多いのか特徴的であり，１１月には全地点で非常に雌の割

合が少なく，雄４尾に雌か１尾の割合でしか生息していない。神戸堰では特に２５０から１１に極端

に減少している。これは産卵後，雌は－時，堰の流れのゆるやかな場所にとどまるが，雄より早く

死亡するためかもしれない。また，成熟係数をみても雌の場合は300近くから20近くまで減少する。

一万雄は約120から20程度まで減少する。雌にくらべると減少の程度が小さいので体力の消耗か小

さく，雌より長期間生息することが可能と思われる。
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５）成長

成長の具合"太りぐあい,,を数字で表現するのに愛媛大学水野信彦教授は，体長と体重の関係を
Ｉ）

用いて神戸111のアユについて報告されている。

それによると，体長と体軍の値をそれぞれ対数変換してグラフ上に１尾ずつプロットすると各点

がほぼ直線上に並ぶ。これらの各点にもっとも適合する式は

』ogW＝ｎ４ｏｇＬ＋』ｏｇＫ（Ｗ：体重(9)Ｌ：体長(”）Ｋ：定数）

であり，最小自乗法で、（勾配）と』ｏｇＫを求めることができる。

これまで４月から９月頃までの産卵期以前の体長一体重の関係は昭和55年度の神戸111自然環境

調査で調査し報告したが，今回は産卵期に入った１０月，１１月の神戸111のアユの体長一体重の関係

を調べたがその結果は表２のとおりである。

しかし，成長期とちかって産卵期においては，産卵により，体長と体重の関係か急激に変化する

ため''太り<あい,，′'成長,,の尺度として使用が困難であった。

表２神戸川アユの体長一体重の関係

(１０月，１１月）

地点採集月日性別』０９Ｗ＝ＭｏｇＬ＋』ｏｇＫｎ＝試料数ｒ＝相関係数

Ｗ＝２．１９１４０９Ｌ-0.950

Ｗ＝２．４６６１ｏｇＬ－ｌ２４０

Ｗ＝2.279ＬｏｇＬ－ＬＯ４４
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要 約

神戸川のアユの生態を把握するため１０月，１１月に投網，潜水調査を行った。

成熟度係数ＭＦの変化より10月には相当数のアユにおいて産卵がすでに終り，１１月にはほぼ９

割近いアユが産卵を終えている。

ＭＦの係数か300近くになるとアユは産卵を行うと思われる。

また産卵期には性比の変化か大きく，雌の万が雄より早くいなくなる。これは産卵による消耗が

大きく，雄に比べて産卵後早く死亡するものと思われる。

産卵場と予想される場所をたんねんに潜水調査を行ったが，川床に産卵された卵を確認すること

はできなかった。
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